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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年５月期第２四半期 8,788 △9.5 356 41.4 385 34.1 202 39.5

2020年５月期第２四半期 9,714 5.2 252 12.0 287 17.8 145 9.2

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年５月期第２四半期 14.82 14.81

2020年５月期第２四半期 10.64 10.63

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年５月期第２四半期 13,202 6,726 50.9 491.02

2020年５月期 8,751 6,521 74.5 476.05

（参考）自己資本 2021年５月期第２四半期 6,720百万円 2020年５月期 6,517百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年５月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2021年５月期 － 0.00

2021年５月期（予想） － － －

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,807 △1.5 306 328.0 329 136.6 149 － 10.93

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2021年５月期第２四半期の業績（2020年５月16日～2020年11月15日）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）2021年５月期の配当予想につきましては、現時点で未定のため「－」と表示しております。

３．2021年５月期の業績予想（2020年５月16日～2021年５月15日）



（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                  ： 無

③  会計上の見積りの変更                    ： 無

④  修正再表示                              ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年５月期２Ｑ 14,518,000株 2020年５月期 14,518,000株

②  期末自己株式数 2021年５月期２Ｑ 819,256株 2020年５月期 819,210株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2021年５月期２Ｑ 13,698,782株 2020年５月期２Ｑ 13,679,551株

※  注記事項

（注）詳細は、添付資料P.8「２．四半期財務諸表及び主な注記　（４）四半期財務諸表に関する注記事項（四半期財務諸表の作成に特有

の会計処理の適用）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日において当社が入手可能な情報お

よび合理的であると判断する一定の前提に基づき策定したものであり、実際の業績等は様々な要因により予想数値と

大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について

は、添付資料P.3「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く

ださい。

２．当社は2021年１月12日に機関投資家、証券アナリスト向けの決算説明会をオンラインにて開催する予定です。こ

の説明会で配布する決算説明会資料については、開催後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期累計期間における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う経済活動の制限による

景気の急速な悪化により、極めて厳しい状況で推移いたしました。緊急事態宣言解除後に経済活動が徐々に緩和

されたことで緩やかな回復の兆しが見られるものの、新型コロナウイルス感染症再拡大の懸念もあり、先行き不

透明な状況が続くと想定されます。

　外食業界におきましても、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う活動制限や外出自粛により、お客様の生活様

式や外食に期待するサービス内容が激変しており、店内飲食が減少する一方で、人との接触機会の少ないテイク

アウトやデリバリーサービスなどが増加する等、競争環境も激変しており、経営環境は依然として厳しい状況が

続いております。

　このような状況において、当社は、お客様及び従業員の安心・安全を最優先にした「感染しない、させない営

業」の徹底と、『お店との繋がり』が実感できる「ウィズ・コロナ時代の銚子丸劇場」への進化に邁進し、既存

客の来店動機の抑制要因の軽減に努めました。

　また、「アフター・コロナ時代」を見据えた収益モデルへの移行を積極的に推進するために、テイクアウトメ

ニューの充実を図るとともに、2020年８月31日に当社初の「テイクアウト専門店」初台店を新規に出店しまし

た。併せて2020年５月期末に15店舗で導入を開始した「出前館」（当第２四半期会計期間末64店舗で導入済）、

及び同年７月22日に15店舗で導入を開始した「ウーバーイーツ」（当第２四半期会計期間末86店舗で導入済）の

積極的な拡充により、テイクアウト・デリバリー需要の更なる拡大を見据えた営業体制の充実を図りました。

　店舗開発につきましては、当第２四半期累計期間において、上記「テイクアウト専門店」初台店（2020年８

月）を新規に出店しました。一方で「鮨Ｙａｓｕｋｅ」大手町プレイス店についてはリモートワークの拡大に伴

ってオフィスビル人口が激減し、収益モデルの見直しによっても改善が困難と見込まれたため閉店（2020年10

月）しました。この結果、当第２四半期会計期間末の店舗数は93店舗となっております。

　以上の結果、当第２四半期累計期間における売上高につきましては、ウィズ・コロナ、アフター・コロナ時代

を見据えたテイクアウト・デリバリーによるサービスの拡充を積極的に推進したことが奏功し、当初予想を若干

上回る87億88百万円（前期比9.5％減）となりました。

　利益面につきましては、全社的に広告宣伝費・販促費の抑制や不要不急の支出の圧縮に努めた結果、営業利益

は３億56百万円（同41.4％増）、経常利益３億85百万円（同34.1％増）、四半期純利益は２億２百万円（同

39.5％増）となりました。

（注）金額に消費税等は含まれておりません。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第２四半期会計期間末における資産は、前事業年度末に比べ44億50百万円増加し、132億２百万円（前事業

年度末比50.8％増）となりました。主な要因は、次のとおりであります。

　流動資産は、前事業年度末に比べ45億56百万円増加し、104億60百万円（同77.2％増）となりました。主な内

訳は、現金及び預金の増加42億19百万円及び売掛金の増加４億65百万円であります。

　固定資産は、前事業年度末に比べ１億５百万円減少し、27億41百万円（同3.7％減）となりました。主な内訳

は、建物（純額）の減少37百万円及び有形固定資産その他（純額）の減少68百万円であります。

（負債・純資産）

　当第２四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べ42億45百万円増加し、64億76百万円（前事業年

度末比190.3％増）となりました。主な要因は次のとおりであります。

　流動負債は、前事業年度末に比べ42億42百万円増加し、60億90百万円（同229.6％増）となりました。主な内

訳は、短期借入金の増加８億56百万円、１年内返済予定の長期借入金の増加30億円、未払法人税等の増加１億11

百万円及び未払金の増加１億16百万円であります。

　固定負債は、前事業年度末に比べ２百万円増加し、３億85百万円（同0.7％増）となりました。主な内訳は、

資産除去債務の増加９百万円であります。

　純資産は、前事業年度末に比べ２億５百万円増加し、67億26百万円（同3.1％増）となりました。主な内訳

は、利益剰余金の増加２億２百万円であります。

②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末と比較して

42億19百万円増加し、90億57百万円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりです。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は４億48百万円（前年同期は２億45百万円の獲得）となりました。これは主に税

引前四半期純利益３億15百万円、減価償却費１億28百万円による資金の獲得及び、売上債権の増加４億65百万円

による資金の使用によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は77百万円（前年同期は４億41百万円の使用）となりました。これは主に有形固

定資産の取得による支出61百万円及び無形固定資産の取得による支出15百万円による資金の支出によるものであ

ります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は38億48百万円（前年同期は11百万円の使用）となりました。これは主に短期及

び長期借入金の増加によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の業績見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大が予断を許さない状況であることから、

2020年９月15日公表の売上高178億７百万円、営業利益３億６百万円、経常利益３億29百万円、当期純利益は１

億49百万円からの変更はございません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2020年５月15日)

当第２四半期会計期間
(2020年11月15日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,245,531 9,464,855

売掛金 227,536 693,313

原材料及び貯蔵品 136,155 130,060

その他 294,998 172,126

流動資産合計 5,904,222 10,460,355

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 776,748 739,426

その他（純額） 545,051 477,015

有形固定資産合計 1,321,800 1,216,442

無形固定資産 11,406 24,654

投資その他の資産

敷金及び保証金 883,067 882,074

その他 632,579 619,892

貸倒引当金 △1,078 △1,078

投資その他の資産合計 1,514,568 1,500,888

固定資産合計 2,847,775 2,741,985

資産合計 8,751,997 13,202,340

負債の部

流動負債

買掛金 619,779 615,908

短期借入金 144,000 1,000,000

1年内返済予定の長期借入金 － 3,000,000

未払金 800,923 917,608

未払法人税等 45,088 156,292

賞与引当金 106,785 175,205

株主優待引当金 33,589 33,710

店舗閉鎖損失引当金 2,000 12,819

その他 95,571 178,855

流動負債合計 1,847,738 6,090,400

固定負債

資産除去債務 202,498 212,207

その他 180,480 173,421

固定負債合計 382,978 385,628

負債合計 2,230,717 6,476,029

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2020年５月15日)

当第２四半期会計期間
(2020年11月15日)

純資産の部

株主資本

資本金 315,950 315,950

資本剰余金 253,729 253,729

利益剰余金 6,645,754 6,848,706

自己株式 △697,438 △697,493

株主資本合計 6,517,995 6,720,892

新株予約権 3,284 5,418

純資産合計 6,521,280 6,726,311

負債純資産合計 8,751,997 13,202,340
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　2019年５月16日
　至　2019年11月15日)

当第２四半期累計期間
(自　2020年５月16日

　至　2020年11月15日)

売上高 9,714,137 8,788,439

売上原価 3,928,668 3,559,150

売上総利益 5,785,468 5,229,289

販売費及び一般管理費 5,533,178 4,872,653

営業利益 252,290 356,635

営業外収益

受取利息 913 731

協賛金収入 25,323 13,758

雇用調整助成金 － 6,912

その他 9,439 8,939

営業外収益合計 35,676 30,342

営業外費用

支払利息 601 1,867

現金過不足 201 －

その他 － 32

営業外費用合計 802 1,899

経常利益 287,164 385,078

特別利益

固定資産売却益 52 －

特別利益合計 52 －

特別損失

固定資産除却損 1,602 0

減損損失 59,558 59,231

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 10,819

特別損失合計 61,160 70,050

税引前四半期純利益 226,056 315,027

法人税等 80,567 112,074

四半期純利益 145,489 202,952

（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　2019年５月16日
　至　2019年11月15日)

当第２四半期累計期間
(自　2020年５月16日

　至　2020年11月15日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 226,056 315,027

減価償却費 136,599 128,700

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 10,819

減損損失 59,558 59,231

株式報酬費用 18,218 11,094

建設協力金と相殺した地代家賃・賃借料 15,365 12,661

賞与引当金の増減額（△は減少） 72,710 68,420

受取利息及び受取配当金 △913 △731

支払利息 601 1,867

有形固定資産売却損益（△は益） △52 －

固定資産除却損 1,602 0

売上債権の増減額（△は増加） 25,839 △465,776

たな卸資産の増減額（△は増加） 73,114 6,094

仕入債務の増減額（△は減少） △313,833 △3,870

未払消費税等の増減額（△は減少） 38,460 26,434

その他 111,284 172,656

小計 464,612 342,628

利息及び配当金の受取額 207 121

利息の支払額 △607 △2,012

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △219,117 107,415

営業活動によるキャッシュ・フロー 245,094 448,152

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △407,470 △407,505

定期預金の払戻による収入 407,438 407,472

有形固定資産の取得による支出 △429,478 △61,138

有形固定資産の売却による収入 52 －

無形固定資産の取得による支出 △931 △15,509

長期前払費用の取得による支出 － △213

敷金及び保証金の差入による支出 △11,977 △1,670

敷金及び保証金の回収による収入 11,207 714

建設協力金の支払による支出 △8,500 －

資産除去債務の履行による支出 △2,120 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △441,778 △77,849

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 310,000 1,000,000

短期借入金の返済による支出 △232,000 △144,000

長期借入れによる収入 － 3,000,000

リース債務の返済による支出 △7,959 △6,942

配当金の支払額 △81,907 △70

財務活動によるキャッシュ・フロー △11,866 3,848,987

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △208,550 4,219,290

現金及び現金同等物の期首残高 5,962,427 4,838,059

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,753,876 9,057,349

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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